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お知らせ

当社は2011年3月期より決算期を9月から3月に
変更しております。当期は６か月間の変則決算とな
ることから、当期の概況は比較を容易にするため、
前年同期（2009年10月1日～2010年3月31日）と
の比較を一部使用しております。



2

２０１１年３月期２０１１年３月期

22

【【20112011年年33月期連結決算月期連結決算 総括総括】】

≪売上高≫ ■ 2,866億円 計画比98.8% 前年同期比98.8%

売上高減収・経常利益売上高減収・経常利益増益増益

≪販売管理費≫ ■ 279億円 計画比99.6% 前年同期比98.8%
（販売管理費は前年同期比較 282億円⇒279億円 3億円削減）

≪営業利益≫ ■ 35億円 計画比117.0% 前期同期比111.6%
（営業利益率は計画比 1.0%⇒1.2％に+0.2%改善）

（単位未満切捨）

≪売上総利益≫ ■ 314億円 計画比101.3% 前年同期比100.1%
（売上総利益率は計画比10.7%⇒11.0%に+0.3％改善）

≪経常利益≫ ■ 39億円 計画比115.9% 前期同期比126.7%
（経常利益率は計画比 1.2%⇒1.4％に+0.2%改善）

≪特別損益≫ ■ ▲28億円 計画比133.5% 前年同期比12,778.3%
（計画 ▲7億円、前年同期 ▲27億円）

≪当期純利益≫ ■ 15百万円
（計画 0百万円⇒ +15百万円）

３月決算を総括します。減収でしたが、経常利益は史上最高益を

達成いたしました。

当期純利益は、株式、資産等の減損に加え、震災の影響で

低い水準での着地となりました。

売上高：計画比98.8％、前年同期比98.8％の2,866億円。

売上総利益：計画比101.3%、前年同期比100.3%の314億円。

販売管理費：計画比99.6％、前年同期比98.8%の279億円。

（前年比で３億円の削減）

営業利益：計画比117.0%、前年同期比111.6%の35億円。

経常利益：計画比115.9%、前年同期比126.7%の39億円。

特別損益：計画比▲７億円、前年同期比▲27億円。

当期純利益：計画（0）からプラス15百万円となりました。
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【【連結決算ハイライト連結決算ハイライト（ＰＬ）（ＰＬ）】】

（単位：百万円（単位：百万円,,％）％）

経常利益は経常利益は、、半期ﾍﾞｰｽで半期ﾍﾞｰｽで過去過去最高の最高の3939億億4242百万円百万円を達成。を達成。

当期 前年同期 前年同期比 計画 計画比

売上高 286,600 290,119 98.8% 290,000 98.8%

31,434 31,396 100.1% 31,030 101.3%
売上比 11.0% 10.8% (+0.2%) 10.7% (+0.3%)

27,923 28,251 98.8% 28,030 99.6%
売上比 9.7% 9.7% - 9.7% -

3,510 3,144 111.6% 3,000 117.0%
売上比 1.2% 1.1% (+0.1%) 1.0% (+0.2%)

3,942 3,111 126.7% 3,400 115.9%
売上比 1.4% 1.1% (+0.3%) 1.2% (+0.2%)

▲ 2,811 ▲ 21 - ▲ 2,105 -
売上比 -1.0% 0.0% - -0.7% -

15 1,642 0.9% 0 -
売上比 0.0% 0.6% (-0.6%) - -

売上総利益

営業利益

経常利益

当期純利益

販売管理費

特別損益

主要勘定科目について前年、計画比較を含めた一覧を用意いたしました。

売上高は前年、計画に及びませんでしたが、売上総利益、販管費、

営業利益、経常利益は、前年同期及び計画を上回ることが出来ました。

売上高比率においても、各項目が改善されています。

特に、経常利益は39億42百万円となり、経常利益率も過去最高の

1.4％を達成しました。

残念ながら、当期純利益は、計画に織り込んでいた部分もありますが、

有価証券、土地・建物の減損、震災関連の損失により、

計画を若干上回ったとはいえ、前期比で大きく減少致しました。
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当期末
(11/3末）

前期末
(10/9末）

増減額

165,374 175,605 ▲ 10,230

57,384 56,586 798

34.7% 32.2% 2.5%

4,470.55 4,408.37 -

総資産

純資産

自己資本比率

１株当たり純資産(円）

【【連結決算ハイライト連結決算ハイライト（（B/SB/S））】】

（単位：百万円（単位：百万円,,％）％）

総資産は、主に季節変動要因により減少いたしました。

純資産は7億98百万円増加しました。

自己資本比率は、10年９月期32.2％に対し、34.7％に上昇し、

一株当たり純資産も4,470円強となりました。
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【連結売上高の推移】

①大口帳合獲得時期の遅れ（大手業務用）、①大口帳合獲得時期の遅れ（大手業務用）、②②震災影響、帳合変更による主力得意先震災影響、帳合変更による主力得意先
計画未達（スーパー）、③酒類不振（ＣＶＳ）が主因。計画未達（スーパー）、③酒類不振（ＣＶＳ）が主因。

（単位：億円 億円未満切捨て）

計画未達
▲34億円

5,828 6,047 6,221
5,975

2,866 2,9002,9013,0052,8772,812

売上高についてご説明致します。

5期連続の推移のグラフです。当期が赤、右の黄色は計画値になります。

６ヶ月の変則決算となっておりますので、全て半期ベースで説明させていただきます。

売上高は、計画比で▲34億円未達の2,866億円となりました。

これは、予定していた業務用大口帳合の獲得時期が遅れたこと、

帳合変更や、震災の影響により主力スーパーマーケットの売上が

落ち込んだこと、コンビニエンスストアにおける酒類売上不振が

主要因であります。また、卸・業務用・外食向けの売上も低迷しております。

5
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【連結売上総利益の推移】

・・ 商品売上総利益率の良化商品売上総利益率の良化
・・ 一括一括物流センター通過金額増に伴う物流収入手数料の増加。物流センター通過金額増に伴う物流収入手数料の増加。

（単位：億円 億円未満切捨て）

計画比較

+4億円592 604
642

310

630

314313319299291

売上総利益については+4億円の増益となりました。

これは、商品売上総利益率の良化に加え、一括物流センターの通過金額増加に

伴う物流収入手数料の増加が寄与し、売上減少による利益減を吸収した形になりました。

商品売上総利益率は8.15％ですが、これは計画比で+0.16％良化、

前年同期比では+0.06％良化しています。
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【連結販売管理費の推移】
（単位：億円 億円未満切捨て）

決算期変更に伴う経費計上ズレがあり、販売管理費は計画比▲決算期変更に伴う経費計上ズレがあり、販売管理費は計画比▲1.11.1億円減少。億円減少。

一括物流センター通過金額増に伴い、物流関連コストは計画比一括物流センター通過金額増に伴い、物流関連コストは計画比+0.5+0.5億円増加。億円増加。

計画比較
▲1.1億円

279

541 561
593 570

280
282294273265

販売管理費につきましては、計画比で▲1億10百万円の減となりました。

昨年同期と比較しても、３億27百万円減ずることが出来ました。

一括物流センターの通過金額増加に伴い運送費が増加したため、

物流関連コストは+59百万円増加しましたが、管理費については

決算期変更による経費計上ズレなどがあり、▲1億44百万円減少いたしました。

販売管理費率につきましては、9.7％と、ほぼ計画どおりの水準となりました。
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【連結営業利益の推移】

売上総利益の増加（売上総利益の増加（+4.0+4.0億円）および販売管理費の減少（▲億円）および販売管理費の減少（▲1.11.1億円）により、億円）により、

営業利益は計画比営業利益は計画比+5.1+5.1億円の増益。億円の増益。

（単位：億円 億円未満切捨て）

計画比較
+5.1億円

51

50

42

60

35

30
31

242526

営業利益は、計画比+5.1億円（117.0％）の増益、前年同期比+3.6億円（111.6％）の増益となり、

営業利益は35億円となりました。営業利益率は計画比+0.2％、前年同期比では+0.1％改善し、

1.2％となっております。

売上の減少を、商品売上総利益率の良化と、物流収入手数料の増加、コストの削減によって吸収し、

利益段階では計画比・前年同期比ともにクリアーした形となりました。
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【連結経常利益の推移】

営業利益営業利益+5.1+5.1億円、営業外損益億円、営業外損益+0.3+0.3億円により、経常利益は計画比億円により、経常利益は計画比+5.4+5.4億円の増益。億円の増益。
半期ベースで過去最高益の半期ベースで過去最高益の3939億円を達成。億円を達成。

（単位：億円 億円未満切捨て）

計画比較
5.4億円

+0.3%

64

51

43

50

39
34

31

23
2625

経常利益は前年同期比で8.3億円増加しましたが、営業利益3.6億円に加え、

営業外損益が4.6億円改善され39億円となりました。

経常利益率も1.4％となり、半期ベースでは過去最高益を達成致しました。
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【特別損益の推移】
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下期 上期

（単位：億円 億円未満切捨て）

特別損益の推移です。

グラフは上下分けて表示しております。

グラフの中の数値は通期の特別損益の金額です。

当期は、株式、資産等の減損に加え、震災の影響により

計画を上回る特損を計上いたしました。

10
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【連結当期純利益の推移】

特別損失増加により、当期純利益は計画比特別損失増加により、当期純利益は計画比1515百万円増で着地。百万円増で着地。
株式減損（▲株式減損（▲1818億円）は計画算入済み。億円）は計画算入済み。

（単位：億円 億円未満切捨て）

計画比較
+15百万円

24

35
34

0

18

15百万円

16

13
1514

当期純利益は、計画に織り込んでいた保有株式の減損18億円に加え、

震災関連の損失、固定資産の減損等による計画外の特別損失が

７億円増加したため、当期純利益は計画比+15百万円増益、

前年同期比▲16億減益の15百万円で着地いたしました。
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【震災の影響】

現在、２センターが稼働停止。再開は５月下旬の予定。現在、２センターが稼働停止。再開は５月下旬の予定。
震災による損失は▲震災による損失は▲5.35.3億円。億円。

常温統合宮城北物流センター

常温統合仙台物流センター

仙台物流センター／仙台支店
郡山物流センター

≪東北地方の当社物流拠点≫

震災関連について、ご説明いたします。

当社では、幸い人的被害は免れましたが仙台支店や東北地方の

物流センター及び首都圏のセンターが被災しました。

写真右上の仙台釜石港近くの常温統合仙台物流センターは、

１階が津波により浸水し、配送トラックも流されました。

現在、復旧作業中で、５月下旬の再稼動を目指しております。

同センターの物流機能は、県内北部にあります宮城北物流センターで

バックアップしております。

下段写真の仙台支店および仙台物流センターは写真の様に建物の外壁等が破損しました。

別棟のスペースを活用し出荷対応しており、稼動再開は５月末の予定です。

首都圏、関東地区の物流センターも在庫商品の破損やラックの破損などがありましたが、

早期に復旧し通常の機能に回復しております。
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【【 負債・純資産の部負債・純資産の部 】】【【 資産の部資産の部 】】

1,7561,756 1,6531,653

負債負債

純資産純資産

負債負債

純資産純資産

1,6531,6531,7561,756

1,1901,190

565565

1,0791,079

573573

【【資産、負債及び純資産の状況資産、負債及び純資産の状況】】

固定資産固定資産
固定資産固定資産

流動資産流動資産流動資産流動資産

自己資本比率

32.2⇒34.7％
（2010/9月末）

508508

1,2471,247 1,1531,153

500500

11/3末10/9末 11/3末10/9末 （単位：億円 億円未満切捨て）

総資産、負債は、昨年の9月の期末と比較し季節要因で多少の差異がありますが、

大きな変動はありません。

自己資本比率は、３２．２％から３４．７％へ増加しています。



14

２０１１年３月期２０１１年３月期

1414

当期 主な要因

現金及び現金同等物の
期末残高 228228 前連結会計年度末（10/9期末）と比べ、

８億40百万円減少。

営業活動による

キャッシュフロー 22
税金等調整前当期純利益11億31百万
円増加と季節変動要因による、売上債権
減少を上回る仕入債務減少による支出。

投資活動による

キャッシュフロー ▲▲66 子会社株式の売却による連結範囲からの除外。

財務活動による

キャッシュフロー ▲▲44 支払配当金。

【キャッシュフローの状況】

（単位：億円 億円未満切捨て）

キャッシュ・フローは、営業活動、投資活動、財務活動による結果、

２２８億円の期末残高となっております。
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24

60
55

6462
58

32

<予定>

<予定>

64

【株主還元】

収益力の向上と財務体質の強化を図りながら、収益力の向上と財務体質の強化を図りながら、
株主への利益配分を拡大。株主への利益配分を拡大。

１株当たり配当金額推移

当期（６か月間）の年間配当金については、

公表しておりますように32円を予定しております。
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取組みと今期見通し取組みと今期見通し

取り組みと通期の見通しについてご説明致します。
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景気の腰折れ感

デフレ

東日本
大震災

景気の不透明感

雇用不安

価格競争
激化

所得減少
生活防衛
節約志向

【【次期の環境次期の環境】】

当社を取り巻く環境は、震災による消費マインドの低迷や当社を取り巻く環境は、震災による消費マインドの低迷や
自粛ムードなどから厳しい状況。自粛ムードなどから厳しい状況。

まず、景気回復の遅れに加えて、震災の影響による不透明な経済環境が

続くものと思われます。

食品流通業界でも、震災による消費マインドの低迷や自粛ムードなどから、

消費者の節約志向は一層高まり、小売業の業態を超えた価格競争は

引き続き激化する厳しい経営環境で推移するものと思われます。
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【ＮＥＸＴ１０】

卸機能の強化

卸機能の確立

卸機能のイノベーション

継続黒字・継続成長

収益率の改善

基礎収益率の向上／新収益源の確立

卸機能日本一の
グッドカンパニーになる

2012～

2009～

2006～

2015～

2012年３月期ミッション
成長とＢＰＲ

NEXT10

2015年の創業130年に向けて当社は、2005年11月にNEXT10というテーマで

「中期経営計画」を策定しました。

「卸機能日本一のグッッドカンパニー」を目標として、進んでいますが、

今期は第２ステージ「卸機能の強化」の締めくくりとして、

2012年３月期ミッションは「成長とBPR」としております。
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『 成長 と ＢＰＲ 』

2012年3月期ミッション

成長

優良取引先との取引深耕と新分野への挑戦により、優良な
企業体質に改善しながら、業界の平均（インデックス）よりも
高い成長を実現

BPR

業務の「見える化」をし、
オペレーションの標準化・効率化による生産性の向上

「成長とＢＰＲ」と云う２つのミッション、キーワードの元に、業務に取り組みます。

最も注力するのは、既存の卸機能の機能向上、価値向上と、

営業戦略の推進です。

これに加えて、WEBネットワーク分野を成長性の高い分野と認識し、

この分野に積極的に注力していきます。

ＢＰＲは、単なるコスト削減ではなく全ての企業活動の見直し、改善の実行です。

低コストオペレーションによる、機能の提供は、営業政策、顧客政策と並び、

最も重要視しています。

企業の体質、業務遂行の質的向上に注力すると共に、低コストで卸機能を提供するために、

業務オペレーションの標準化・効率化による生産性の向上やコストマネジメントによる

販管費の抑制が必要です。すべての業務のプロセスを見直し、

最適な「業務ポートフォリオ」を絶えず構築出来る企業を目指します。
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2020

成長とBPR

1. 成長性、安全性、収益性の
高い企業との取引拡大

2. 不採算取引の改善による
赤字取引撲滅

3. 最適なポートフォリオの構築
（販売先・仕入先・業務）

営業戦略

4.ＷＥＢ卸機能の確立と取引拡大

5.新機能の開拓と新収益源の獲得

新規成長戦略

6. ＢＰＲの実行と業務オペレーション
精度の向上

7. 物流コストの削減

8. 次世代情報システム化の推進

質的向上

9.プロフェッショナル集団の育成

10.ＣＳＲ・コンプライアンスの遵守

基本政策

【【20122012年３月期年３月期 主な取組み主な取組み】】

具体的には「営業戦略」、「新規成長戦略」、「質的向上」、「基本政策」の4つについて

引き続き実行していきます。
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≪売上高構成比（上位100位）≫

83.2% 84.6%

前年同期
2011年3月期

1.41.4ポイント上昇ポイント上昇

営業戦略

「成長性・安全性・収益性」の３つ評価基準に基づき、「取引先選定基準」

を導入し、優良顧客、優良メーカーとの取引を深耕し、不採算取引の改善をし、

『最適なポートフォリオの構築』していきます。

売上高上位100社までの構成比は

前年同期に比べ、83.2%⇒84.6%と1.4％上昇いたしました。
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≪仕入高構成比（上位100社）≫

93.7% 94.0%

前年同期 2011年3月期

0.30.3ポイントポイント上昇上昇

営業戦略

優良で成長性の高い、メーカー上位100社に集中化をしています。

仕入金額で、既に90％半ばの水準に高めています。
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88

【エリア別売上高】

1,219
679 450

60

109

28
192

（単位：億円 億円未満切捨て）

三大都市圏の三大都市圏の

売上高構成比売上高構成比8383％％
（（20112011年３月期）年３月期）

営業戦略

少子高齢化による市場動向を踏まえ、大きなマーケットである

関東、東海、関西への集中を推進し、売上高は全体の83％を

占めております。
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【エリア別物流拠点】

22
10 6

4

1

3

11

三大都市圏の物流拠点三大都市圏の物流拠点

3939箇所箇所 構成比構成比8181%%
（（20112011年３月末）年３月末）

※当社運営物流センター

（単位：箇所）

48
合計 箇所

営業戦略

エリア戦略に準じて、物流センターも重点配置すると共に、

なお一層の統廃合による、価値向上、サービスレベルの向上、

経済効率を追求しています。
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数

汎用
専用・その他

28

センター

12

◆当社運営センター

8

48総合計

一括

SEJ

≪物流センター統廃合≫
【前期実績】 ４拠点

東海２拠点
・稲沢⇒一宮（移動）、
・北陸（移転）

西日本２拠点
・岸和田⇒尼崎（統合）、
・八幡NET⇒LP川崎（移転・統合）

【2012年3月期（計画）】
・高島平・昭島・船橋⇒新物流センター

質的向上

物流センターの内容は、複数（或いは単独）のお客様への地域センターが２８、

一括センター（共同配送センター）が１２、ＣＶＳセンターが８となっています。

前期は４拠点で物流拠点の再配置を実施しましたが、

今期は首都圏で３箇所を１箇所に統合を計画しております。
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『名店の味』を商品化！

→名店の人気メニューをレトルト食品や冷凍食品へ商品化！

現在、１３ブランドを展開

年間売上高15億円

開発ブランド20種類

100ｱｲﾃﾑ
（累計）

≪商品開発≫
新規成長戦略

新規分野での取り組みの一つに、商品開発があります。

現在13ブランドを展開中で生協・ＳＭを中心に販売中で

全体で15億円規模となっております。
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販売計画
350万個／年

新規成長戦略

ヒットした商品の一つをご紹介します。

今年２月に発売しました『タツヤカワゴエ 僕の好きなパスタソース』は、

順調に売上を伸ばし２月からの３ヶ月間で計75万個販売致しました。

秋に新規１アイテムの投入し３アイテム合計で年間350万個の販売を

見込んでおります。
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【ＢＰＲ】

 09年（106名）⇒11年（91名）14%削減

過剰在庫金額は対前年同月比で25%改善
（1.5億円削減）

在庫回転日数は10％改善
（10.5日 ⇒ 9.4日）

質的向上

受発注業務の集約・合理化

主な取組効果

※ＢＰＲ（=Business Process Reengineering）

次にＢＰＲに関する一例をご紹介します。

各部で行っていた受発注業務を集約化致しました。

業務部を設立し集約し、業務の標準化、合理化、省力化を進めました。

効果としては、人員数の14%減少、過剰在庫金額の25％削減出来ました。

在庫回転日数も、10.5日⇒9.4日と10％の改善をすることが出来ました。
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≪WEBの取り組み≫

ＷＥＢネットワークに関する取組みをご説明いたします。

29
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ＷＥＢ卸＝デジタル情報ネットワーク

デジタル商品データベースデジタル商品データベース

リテーラーリテーラー
ＥＣ系ＥＣ系

リテーラーリテーラー
生活者生活者

ＷＥＢ卸ＷＥＢ卸

商品情報商品情報

メーカーの商品情報をデジタル化し、小売業・Ｅコマース及び生活者と

コミュニケーションする環境が整いました。

食品・酒類分野でデジタル情報によるコミュニケーションが可能となります。

30
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3131

ＷＥＢ卸ＷＥＢ卸

ＷＥＢ卸

大手ＥＣプラットフォーマー大手ＥＣプラットフォーマー
大手ＥＣリテーラー大手ＥＣリテーラー

生活者生活者

ＷＥＢ卸の分野では、大手Ｅコマース企業との取組・取引が進んで来ました。

31
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ＥＣＥＣ Ｂ２ＣＢ２Ｃ

生活者生活者

ギフト アウトレット

チェーン企業チェーン企業職域職域

Ｂ２Ｃのサイトをご紹介します。

ギフトを中心としたサイト「食べモール」を運営しています。

５月１７日オープン予定で、価格と質を追求する「食べモールバリュー」

を、オープンの予定です。

「食べモール」は、３つのチャネルで展開を推進しています。

①職域を通じた社員・従業員へのチャネル。

②運営委託によるチェーン小売企業とのチャネル。

③生活者への直接のＢ２Ｃのチャネル。

です。

32
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ＥＣＥＣ Ｂ２ＣＢ２Ｃ

生活者生活者

あの店、あのシェフ、あの有名人のあの店、あのシェフ、あの有名人の
絶品スイーツ、食品をおとりよせ絶品スイーツ、食品をおとりよせ

ＩＳＣオリジナル商品のみで構成する「絶品！おとりよせ王国」を運営しています。

あの店、あのシュフ、あの有名人の絶品スイーツ、食品がおとりよせできる、

オリジナル商品のサイトです。

33
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ＥＣＥＣ Ｂ２ＢＢ２Ｂ

ＩＳＣWebB2Bサイト

生活者生活者

ＥＣリテーラーＥＣリテーラー リテーラーリテーラー 外食外食卸卸

鮮度切れ、定番カット鮮度切れ、定番カット
季節商品、終売等の季節商品、終売等の
MOTTAINAIMOTTAINAI商品商品

ＩＳＣ取扱い全ての商品ＩＳＣ取扱い全ての商品

以前より展開している「エコモッタイナイ.com」は、食品メーカーの商品を

Eコマースの購買会員とマッチングする場を提供しております。

ＩＳＣＷＥＢ・Ｂ２Ｂサイトは弊社の全ての商品が販売可能です。

会員制サイトとして、Ｅリテーラー・リアル小売業・卸・外食等の会員が

購買できるサイトを準備が整いました。

34
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コミュニティコミュニティ

贈り物の投稿＆贈り物の投稿＆
レビューサイトレビューサイト

贈る用途・シーン贈る用途・シーン
贈る相手贈る相手

贈るアイテム贈るアイテム
で検索で検索

みんなでつくる贈り物ウェブ

ギフト・贈り物専門コミュニティ・サイトの「贈録」を運営しています。

生活者・会員からの投稿とレビューのサイトです。

贈り物のシーン、相手、アイテムにより検索が出来ます。

「食べモール」サイトとのコラボレーション、シナジーも推進予定です。

35
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コミュニティコミュニティ

生活者と企業が生活者と企業が
参加する、食づくり参加する、食づくり
の「場」を提供の「場」を提供
商品開発商品開発
マーケティングマーケティング

コミュニティ・サイトの「みんなのプロジェクト」は、生活者とメーカーが

参加してマーケティング、商品開発の「場」を提供しています。

オフミーティング等も併用し、外食ブランド・酒類・調味料・惣菜などで

商品化された実績があります。

メーカーにはモニター、アンケート、リサーチ等マーケティングツールとして

ご活用いただいております。

36
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コミュニティコミュニティ

新製品の投稿＆レビューサイト＝ソーシャルメディア

５月２５日「新製品databook」をオープンする予定です。

全ての新製品を情報閲覧・検索そして評価するサイトです。

サプライヤのみならず、生活者・消費者も口コミ・評価を

書き込みできる、新製品に特化したソーシャルメディアです。

新製品情報を、メーカー、小売業、生活者がシェアーし、コミュニケーションし、

情報の付加価値が高まる設計です。

37
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コミュニティコミュニティ

消費者Ａ

消費者Ｂ

消費者Ｃ

新製品
データブック

ＤＢ

メーカー様 Ａ

メーカー様 Ｂ

メーカー様 Ｃ

①書き込み

新製品情報

･
･
･
･

②口コミ・評価

ＵＰ

・・・・・・・・・・・！

・・・・・・・・・・・？

・・・・・・・・・・！？

発売７日前から
カウントダウン開始

連携

発売まで

あと**日

････

････

････

新製品データブック
ＷＥＢサイト

ＩＤパスワード
発行

アプリ配信

「口コミ」フィードバック

発売後１４日程度で
非表示とする

商品登録料
無料

【サイト機能】

・新製品情報の検索・閲覧

・口コミ情報の検索・閲覧

・評価・コメントの書き込み

ＰＣ版

新製品データブックＤＢへ書き込みいただいた商品情報をＷＥＢサイトへアップします。

消費者はアップされた商品情報に口コミ・評価を加え、互いにコミュニケーションできます。

38
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3939

デジタル商品データベースデジタル商品データベース

【Ｂ２Ｃ】《EC》

《ｺﾐｭﾆﾃｨ》【Ｂ２Ｂ】

ＩＳＣWebB2Bサイト

販売

消費者

消費者

ＥＣ
リテラー

外食

卸

リテラー

７ＮＳ

ＤＭＭ

ニフティ

先方のプラットフォーム

販売

メーカー

【Ｂ２Ｂ】《EC》

メーカー

消費者

消費者

ＷＥＢネットワークの取り組みは、「デジタル商品データベース」を中心にして、

「ＷＥＢ卸分野」「Ｅコマース分野」「コミュニティー分野」等々が、

デジタル情報ネットワークする方向で進めています。

39
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2012年３月期
連結業績予想

前年同期
（ご参考） 10/4-10/9 10/10-11/3

売上高 5,955 5,940 3,074 2,866

営業利益
64 64 29 35

経常利益
72 72 33 39

当期純利益 43 34 18 0

≪今≪今期（期（20122012年３月期）連結業績予想年３月期）連結業績予想≫≫

（単位：億円,％ 億円未満切捨て）

経常利益は経常利益は過去最高益の過去最高益の7272億円億円を目指します。を目指します。

今期の業績予想についてですが、

売上高は5,955億円／営業利益は64億円／経常利益は72億円としています。
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本資料は2011年３月期決算の業績および今後の経営戦略に関する情報の提供を目的としたものであり、当社
が発行する有価証券の投資勧誘を目的としたものではありません。また本資料掲載の事項は、資料作成時点に
おける当社の見解であり、その情報の正確性および完全性を保証または約束するものではなく、今後予告なし
に変更することがあります。
本資料は、2011年５月12日現在のデータに基づき作成しております。

URL http://www.itochu-shokuhin.com/


